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３ 
大学院前期課程授業の完全英語化 

（＋英語による討論型授業） 

大学院（博士前期課程） 

積極的に留学生を活用し、英語による活発な討論を行わせる。 

３大改革 その３ 

完成！ 

博士前期課程 
「キャンパス・アジア」中核拠点支援事業 
（日中韓等の大学間交流を通じた高度専門
職業人育成事業）「日中韓交流プログラム」 

中国・韓国の協定校（8校）から毎年15名 
日中韓の学生が切磋琢磨する環境 

本学大学院に既存の国際関連プログラム 

既に英語化および多国間交流の要件はそろっている 

博士前期・後期課程 
国際海洋科学技術実践専門コース 

「英語特別コース」 

国費外国人留学生の優先配置 
H25年度から毎年10名 

（博士前期３名，後期７名）に拡充 

研究科全体での留学生比率は20% 
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平成２５年４月から英語化開始 

TOEICスコア 

の進級要件化 

H25 

20% 

H26 

40% 

H27 

60% 

H28 

80% 

博士前期課程科目の英語化率の目標設定 

H24 

5% 

30~40% 

60~70% 

80% 
~90% 

7専攻のうち4専攻対象 
演習・連携科目は除く 
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英語化に向けての具体的なサポート 

教員の英語力の強化 教材の英語化 

H24年度 

教材（講義ノート， 
Powerpoint， 
講義原稿等） 
の英語化支援に 
十分な予算を確保 
（H25年度も継続） 

H24年度以降 
教員の英語力の強化のため， 

専門の講師による 
英語講義を想定した 

少人数英語スキルアップ講座 
を定期開講の予定 

  これらにより，早期の英語授業が行えるよう， 
継続的（特にH24と25年度に重点的）にサポートを行う 


